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弁護士紹介 

大関 太朗 

平成 13年 早稲田大学商学部 卒業 

平成 18年 司法研修所入所 

平成 19年 弁護士登録（登録番号：３５５３８） 

 東京弁護士会 安藤総合法律事務所 入所 

平成 23年 茨城県弁護士会へ登録換え 

 眞鍋・大関法律事務所 開設 

いろいろなこと（仕事、確定申告の準備、

青年会議所の雑務）が重なって、毎日忙殺

されています。 

自営業にとって忙しいのはありがたいこ

となのですが、それは仕事が忙しい場合の

ことであって、仕事以外のことが忙しくて仕事に悪影響が出

てしまっては本末転倒です。 

そうならないように、物事に優先順位をつけて、迅速に処

理していくということを心掛けていたら、それなりに身につ

いてきたような気がします。特に時間の使い方がうまくなっ

たような気がします。 

…でも、月末の差し迫った時期にこの記事を書いている時

点でアレですので、時間の使い方がうまくなったというのは

撤回させてください。 

忙しい 

取扱い事件のこと 

裁判所で働く人たち 

まず、裁判官が真っ先に浮かん

でくると思います。 

裁判官の秘書的な役割として、

書記官さん、事務官さんという方

たちもいます。法律事務所の事務

員さんと同じような立ち位置です

が、優秀さが半端ないです。 

書面にミスがあるとビシッと指

摘されてしまいます。本当にあり

がたいです。 

人数の割合的には、裁判官１名

に対して書記官さんたちは５～１

０名くらいといったかんじでしょ

うか。 

最近取り扱った事件で印象に残っているのは、建築関係の訴訟の和解が成立したことです。 

この訴訟は、訴訟の途中から受任しましたが（途中からの受任はとても珍しいです）、それから

１、２か月に１回の割合で裁判期日を重ねつつ、１年４か月かかって和解で終了しました。 

建築紛争の場合には、建物の状態を確認するために実際に依頼者の自宅に伺わせてもらうこと

が多いのですが、自宅が事務所から車で片道２時間の場所にあり、裁判所も水戸でしたので移動

がとても大変でした。 

建築業者に増築やリフォームを依頼する際、契約書は作ったものの、工事内容を詳細に決めな

いまま工事が始まってしまったり、仕様を勝手に変えられてしまったりする例もありますので、

何かおかしいなと感じたら一人で抱え込まないで専門家（弁護士や他の建築業者など）に相談す

るようにしてください。紛争がこじれているケースは、自分で何とかしようと頑張ってしまった

場合が多いです。 


